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「WM9シリーズ」登場！ ストリーミング
がパソコンから脱皮する準備は整った
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新 製 品 を 先 取 り チ ェ ッ ク ！

ストリーミングの常識を超えた
WM9シリーズ
ついに、ウィンドウズメディア9（以下WM9）シリ

ーズの日本語版がマイクロソフトのホームページ

からダウンロードできるようになった。このコー

デック（圧縮技術）、エンコーダー、プレイヤーな

どから構成される製品群は、昨年さまざまなイ

ベント会場やコンピュータ展示会などで披露さ

れ、多くの人の関心を集めていたものだ。

WM9最大の特徴は、インターネット経由で、

5.1chサラウンド、超高精細映像のコンテンツを

ストリーミングで楽しめるというもの。さらに、

WM9シリーズでは、これまでストリーミングのネ

ックになっていた“バッファー”待ちの時間がほ

とんど発生せず、まるでテレビのスイッチを入れ

たかのようにコンテンツが立ち上がり、たとえ再

生中にパソコンのイーサネットケーブルが抜け

たとしてもしばらくの間映像が再生され続けると

いう特徴も持っている。

この、まさにストリーミングの常識を超えたパフ

ォーマンスはどうやって実現しているのだろうか。

それぞれの製品を見ることで検証していこう。

5.1ch、HDTVクラスを
実現する技術
まず、WM9最大の特徴である5.1chサラウンド、

超高精細映像を実現しているのが、「ウィンドウ

ズメディアAudio/Video9シリーズ」と呼ばれる

新たなコーデック技術群だ。

なかでも注目すべきは、「Professional」と呼ばれ

るもので、このコーデック方式を使えば、もとが

5.1chサラウンドのコンテンツであれば、ブロー

ドバンド環境で5.1chサラウンドのストリーミン

グ再生ができるようになるのだ。

また「Lossless」もウィンドウズメディアの特徴

的なコーデックで、音声を圧縮する場合、人に

は聞こえない音を“間引き”して圧縮するのだ

が、この圧縮方式では“間引き”を一切行わな

い。にもかかわらず、ファイルは元のサイズの

1/3から1/2まで圧縮されるので、CDを読み込

んでファイル形式を変換（リッピング）し、パソコ

ンのハードディスクに溜め込んでいても、それを

デコードするときには、元のデータがそのまま残

っている。音質にこだわるユーザーにうってつ

けの圧縮方式だ。

ビデオ圧縮技術である「ウィンドウズメディア

Video9」もいくつかのバリエーションがあるが、

注目すべきなのは「ウィンドウズメディアVideo9

Professional｣だ。このコーデック技術を使えば、

1本の映画を、既存DVDビデオ（MPEG2圧縮）

の約2.5倍のピクセル数で、1枚のDVDに記録

できるようになる。さらにこれらの圧縮技術を使

えば、3MbpsでDVD並み、6MbpsでHD（High

Definition：1280×720ピクセル以上の高精細

動画）並みのクオリティーで、ストリーミング配信

が可能になるというわけだ。

これらの高画質、高音質対応圧縮ファイルを作

り出すのが、「ウィンドウズメディアエンコーダー

9シリーズ」で、最大の特徴は「マルチビットレー

ト」でファイルを作成できることだろう。具体的

に言えば、1回のエンコードによって、ダイアル

アップ接続用、DSL接続用、社内LAN接続用

といった複数のビットレートを含むファイルが作

れるという機能だ。これにより、コンテンツ提供

者はわざわざユーザーの帯域に合わせて複数の

エンコードを行わなくてすみ、実際にストリーミ

ングを提供する際にはサーバー側でアクセスし

てきたユーザーの帯域を判断して、それに適し

たストリームを提供することになる。

このユーザーの帯域を判断してそれに適したス

トリームを流すサーバー側の技術が、「ウィンド

ウズメディアサービス9シリーズ」と呼ばれる、ウ

ィンドウズサーバー2003に搭載される機能の1

つだ。また「ウィンドウズメディアサービス9シリ

ーズ」はWM9シリーズの特徴である、“バッファ

一般ユーザーにとって、「ウィンドウズメディア9シリーズ」
を意識するのはこのプレイヤーを立ち上げたときだろう。
プレイヤー自体は、8から大きく変化していないが、スト
リーミング配信の統合環境としての「ウィンドウズメディ
ア9シリーズ」は大きく変化している。

コンテンツ作成現場から、コンテンツの置き場所であるサーバー、そしてユーザーが直接操作するプレイヤーまで、ウ
ィンドウズメディア9シリーズは広範囲にかかわっている。
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大画面テレビなどで楽しむというスタイルだと考

えられる。となると、5.1chサラウンド、HDTV並

みの画質をブロードバンド環境で実現するWM9

シリーズはその戦略を完成するために欠かせな

いコア技術だと捉えられる。

つまり、今まではパソコンで音楽や映画を楽し

むための技術として評価されることが多かった

ウィンドウズメディアが、もはやそのような側面

は影を潜め、DVDソフト、デジタルテレビ放送

などと「リビング」で本格的に競合する技術にな

ったのだ。WM9シリーズが、これまでのウィンド

ウズメディアと大きく違う点はここにあると言え

るだろう。 （編集部）
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【動作環境】

ウィンドウズメディアプレイヤー9シリーズ
OS ウィンドウズXP/Me/2000/98SE
CPU Pentium 233MHzプロセッサー（500MHz以

上を推奨)
ビデオ Super VGA（800×600）以上の解像度のビ

デオアダプターおよびモニター
サウンドカード 5.1chオ ー ディオ 用 、Creative Sound

Blaster Live! 5.1ほか

ウィンドウズメディアエンコーダー9
OS ウィンドウズ2000/XP（推奨）
CPU Pentium II 266MHzプロセッサー以上
参考URL http://www.microsoft.com/japan/windows/

windowsmedia/

ー”待ちのないストリーミングを実現するために

も大きな役割を担っている。

なぜWM9を使えば“バッファー”待ちがなくな

るのかを説明すると、これまでは、ストリーミング

コンテンツのリンクをクリックしても再生開始ま

でに“バッファー時間”が必要だった。これは、

再生前に何秒かのデータをクライアントにキャ

ッシュするためだ。この問題を解決するために

「ウィンドウズメディアサービス9」ではキャッシン

グ時のデータの読み込み速度を高速化する技

術を実装している。これにより、これまで

100Kbpsのストリーミングコンテンツであれば常

に100Kbpsでしかデータの読み込みができなか

ったものを、ユーザーの伝送帯域が1Mbpsあれ

ば、その帯域を目一杯使って読み込めるように

なる。この例では、1秒で100Kビットしか読み

込めなかったデータが、同じ時間で1Mビットも

読み込めるのだ。この技術を利用することで、

WM9シリーズは立ち上がりの“バッファー時間”

を消している。

また、ユーザーは「ウィンドウズメディアプレイヤ

ー9」（上の画面）で、WM9対応のコンテンツを

楽しむことができる。

今回の「プレイヤー」は、昨年10月18日に松下

電器産業とマイクロソフトが共同発表した、パソ

コンとCDプレーヤーなどとの間で簡単にデジ

タルコンテンツをやり取りできるようにするため

の技術「HighMAT」に対応している。これまで、

「ウィンドウズメディア」などの形式でCD-Rに記

録した音楽ファイルは、市販のCDプレーヤー

などでは再生できなかったが、「プレイヤー」を使

って「HighMAT」形式でCD-Rに記録すれば、対

応のCDプレーヤーなどで再生できるようにな

る。ちなみに、富士フイルムやJVCといった企

業約20社が対応を発表しているので、今後対

応製品が市場に登場するようになるだろう。

「スマートリビング」戦略の
コア技術
今年1月に行われた2003 International CES

の基調講演で、マイクロソフトの会長ビル・ゲイ

ツ氏は「スマートリビング」という戦略を語った。

具体的に音楽、映画といったコンテンツを念頭

に置いて考えると、リビングに置かれた「ウィン

ドウズXPメディアセンターエディション」対応の

パソコン（もしくはセットトップボックス）から、イ

ンターネット経由でクオリティーの高いコンテン

ツを入手し、それをプラズマディスプレイなどの

CDを再生、もしくはCD
からリッピングしたファ
イルを再生すると、その
CDのアーティスト情報
などが「プレイビューア
ー」で確認できる。

「メディアライブラリ」で
は、従来と同じく、ダウ
ンロードもしくはメディ
アからコピーした音楽フ
ァイルを「アーティスト」
「アルバム」「ジャンル」
ごとに整理できるほか、
新しく「自動再生リスト」
と呼ばれる、自分のお
気に入りの曲などを集
めた「プレイリスト」を登
録できるようにもなって
いる。

「グラフィックイコライザ」「再生速度の調節」「WOWエフ
ェクトの調節」などが画面上でできるようになっている。

タスクトレイに格納すると、“ミニプレイヤー”になる。

「ウィンドウズメディアエンコーダー9」は、8に比べ、コン
テンツファイル作成の際のウィザードが追加されるなど、
一般ユーザーなどにも使いやすいものになっている。専
門のコンテンツ制作業者だけでなく、たとえばデジタル
ビデオカメラで撮った映像をWM9対応のファイルにし
て保存といった個人ユースでも力を発揮するだろう。
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アカウント 契約者＋8アカウント（合計9アカウント）

ブラウザー IEベースのブラウザー（MSNのトップページで広告が表示されないなど多少のカスタマイズあり）
メール MSNメールを利用　メールBOXは10MB/1アカウント

絵葉書風メール・ワードアート・絵文字によるHTMLメール

カレンダー MSNカレンダーを利用するがオフラインでも閲覧可　Pocket PCとPalm OSとの同期

メッセンジャー MSNメッセンジャー独自のウェブ共有機能あり

コミュニティー MSNピープル&チャットを利用ファイル容量　30MB/1アカウント

フォトアルバム MSNフォトアルバム　100MB/1アカウント

エンカルタ百科事典 マイクロソフト「エンカルタ総合大百科事典」をインターネットで閲覧

ダウンロードマネージャ 回線の切断などによって中断したダウンロードの再開をサポートする機能など

フォト編集ツール Picture It! Expressがインストールされる
保護者による制限 ウェブサイトへのアクセス制限をアカウントごとに設定可

電子メールの利用の可否・送受信相手の制限をアカウントごとに設定可
メッセンジャーの利用の可否・送受信相手の制限をアカウントごとに設定可
カレンダーの利用の可否・ダウンロードマネージャの利用の可否
各アカウントのオンライン活動のレポートの受信
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統合されたアプリケーションを
月額ベースで提供
MSN8はメールやカレンダーといったアプリケ

ーションとウェブ上のコンテンツを専用のクラ

イアントソフトで利用するサービスの総称だ。

その内容のほとんどは、ポータルサイトとして

のMSNがウェブ上で提供しているもので、そ

れらを使いやすくしたり、あるいは機能を拡張

したりしている。いくつかの機能を備えたソフ

トウェアとコンテンツやサービスの利用料とし

て月額1,280円かかる。MSN8のクライアント

のソフトウェア自体はMSNのサイトからダウン

ロードできる。

用意されているサービス内容は下記の表にま

とめたが、メールやカレンダー、フォトアルバム

などMSNのサイトで無償で利用できるものを

使いやすくしたり、サーバーにデータを保存で

きる容量を増やしたりしている。この「使いや

すく」というのがMSN8の肝心な部分で、パソ

コンの使い方やソフトウェアの設定が苦手とい

うユーザーでも、ブラウザー、メール、カレン

ダーといった機能を面倒な設定をほとんどなし

に使えるようにしている。したがって、子どもや

パソコンをあまり使う機会のなかった主婦層な

ど「家族」での利用を意識しており、1アカウン

トで9ユーザーまで使えるようになっている。

また、MSN8はマルチアカウント対応になって

いて、1台のパソコンにインストールしたMSN8

に各ユーザーがログインすることで、ユーザーご

とに異なった環境で機能を使うことができる。

「家族」をターゲットにし
子どもの利用を制限できる
家族での利用を考慮した大きな機能は、やは

り、保護者による子どものインターネットの利

用制限だろう。

最近では子どもがパソコンやインターネットに

触れる機会が多くなってきているが、ウェブに

関して言えば、アダルトサイトなど子どもが見

るのに好ましくないと親が考えるサイトも中に

はある。また、子どもが誰ともわからない相手

にメールを送ったり、メッセンジャーでメッセー

ジを送ったりすることに不安を覚える親もいる

だろう。

こういったことに対処するために、MSN8では

小学生以下、中学生、高校生、成人といった範

囲で子どものインターネットの利用を制限でき

るようになっている。これには、ウェブサイトの

アクセスだけにとどまらず、メールやメッセンジ

ャー、カレンダーといったアプリケーションや

ファイルのダウンロードまで制限できる。特に

ウェブサイトについては細かく分けられたカテ

ゴリーごとにコンテンツへのアクセスを制限で

きるようにしている。

通常はアクセスが制限されていないユーザー

がMSN8を起動するとMSNのトップページが

表示されるのだが、面白いのはアクセスが制

限された子どものユーザーの場合、MSNのト

ップページすらも表示されないのだ。もちろん

URLを直接入力しても表示されない。ここから

もかなりのアクセスが制限されていることがわ

かる。その代わり、子どものために準備された

「MSNキッズ」（小学生向け）、「MSNティーン

ズ」（中学生向け）といった専用のポータルサイ

トがMSN8の起動後に表示されるように設定

できる。

実際にアクセスが制限された子どものユーザ

ーとしてログインして使ってみるとわかるのだ

が、あまりにもアクセスできるサイトが少ない。

「ご両親の設定により、このWebページは表示

できません」と表示されて、ウェブの閲覧を楽し

むことができないのだ。そこで、どうしても子ど

もがそのサイトを見たければ、理由を書いて親

にメッセージを送ることができる。親はそのメ

ッセージとURLをチェックして、子どもにサイ

トの閲覧を許可できるようになっている。

このほか、子どもがどんなサイトを見たか誰と

メールをやり取りしたかといった情報を1週間

分まとめてメールで送信してくれる「オンライン

活動レポート」といった機能もある。

子どものインターネットに関しては、野放しに

するのに不安をいだく親もいるだろう。そうい

ったユーザーに対しては非常に強力なツール

インターネットとアプリケーションが
シームレスに統合されたサービス
MSN8
マイクロソフト

月額 1,280円

MSN8のトップ画面。MSNのトップ画面が表示される
が、IEなどで見る場合と違って広告が表示されない。

1 月 2 8 日開始

■MSN8のおもな機能
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きるので頻繁に最新情報が更新される特徴を

持っている。また、「MSNフォトアルバム」とマ

イクロソフトのフォトレタッチソフト「Picture It!」

を組み合わせて使う「MSNフォトアルバムPlus」

というサービスも利用できる。Picture It!は

MSN8と一緒にインストールされ、アプリケー

ションというよりもMSN8の1つの機能として

動作するようだ。

まだまだ機能の説明は尽きないのだが、MSN

で提供されるサービスと既存のアプリケーシ

ョンとをうまく組み合わせてパッケージ化し、そ

れを月額いくらというサブスクリプションのサー

ビスとして提供するMSN8のスタイルは興味深

い。おのおののサービスの認証にはすべ

て.NETパスポートが使われて、ユーザーイン

ターフェイスもどこからどこまでがウェブサイト

から提供されているのか見分けがつかないな

ど、インターネットとパソコンとがシームレスな

関係にあるこのMSN8は今後のインターネット

アプリケーションを占う製品でありサービスで

あると言えるだろう。 （編集部）
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だと言える。なお、ウェブサイトの閲覧に関し

ては、MSNエクスプローラ以外のブラウザー

を使ったサイトの閲覧も制限できるように設定

できる。

テキストベースだったメールが
ビジュアルコミュニケーションに
これ以外に特徴があるのがメールの機能だ。

メールは実際にはHotmailを利用するわけだが、

MSN8をクライアントとして利用すると画像を

うまく扱える。たとえば、絵葉書風のメールを

作成したり、デジタルカメラで撮影した写真を

HTMLメールとして簡単に加工したりするよう

に工夫されている。

特に写真に関して言えば、最近では画素数の

大きなデジタルカメラも多く、そのままメール

で送ると数Mバイトのファイルが添付されてし

まうというケースも多い。この場合、受信する

側に負担がかかるので、MSN8では事前にフ

ァイルサイズを適切なものに変換して送るよう

にしている。

さらに文字を加工したワードアートのような効

果も使えるが、初期設定ではVMLという形式

でHTMLメールに埋め込まれてワードアートが

送られるため、VMLのレンダリングができない

（HTMLメールの表示にIEを使わない）メールソ

フトだと表示されない。これを回避するために、

ワードアートをGIF形式に変換して送るといっ

た設定も用意されている。

このように簡単にビジュアルメールを送受信で

きる機能が盛り込まれており、家族でインター

ネットを楽しむ要素を持っているのがMSN8の

特徴だ。

.NETパスポートを使った認証は
今後のサービスを占う
これ以外にも豊富な機能やサービスが提供さ

れている。たとえば、ウェブベースで提供され

るマイクロソフトの「エンカルタ百科事典」が

ある。CD-ROM版と比べると、ウェブで閲覧で

MSN8利用のシステム条件
CPU 233MHz以上のプロセッサー（500MHz以上推奨）
メモリー 64MB以上（128MB推奨）
ハードディスク 320MBのインストール容量
OS ウィンドウズ98/Me/2000/XP
ダウンロードURL http://www.msn.co.jp/8/
問い合わせ先 03-5454-2300 06-6347-9300

エンカルタはウェブベースだが、ビデオや音声などマル
チメディアデータも豊富にそろっている。

Picture It!でレタッチしたデジタルカメラの写真を
MSNフォトアルバムに保存できる。

左の画面は保護者による制限
によってサイトにアクセスできな
い例。子どもはアクセスの許可
を求め、保護者がそのサイトへ
のアクセスを許可することで、
そのサイトにアクセスできるよう
になる。

下の画面はMSN8のメール画
面。写真やワードアートを使っ
てビジュアルメールを簡単に
送れる。Hotmailの機能を使う
が、受信したメールをパソコン
に保存することもできる。
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ナビゲーションは
あくまで1つの機能
「Auto PC」と銘打った車載端末が久しぶりに

市場に登場した。

「AutoPC CADIAS」はOSにウィンドウズCE

for Automotive 3.5を採用。1999年、クラリ

オンが北米市場向けに発売した「AutoPC」は

バージョン2.0を採用していたので、「CADIAS」

はそこから1世代バージョンアップした端末と

言える。

DVD/CD/CD-R/CD-RWプレイヤーやテレビチ

ューナー、オプション（42,000円）で5.1chサラ

ウンドデコーダーユニットも備えているので、

カーマルチメディア端末としては申し分ない機

能を備えている。また、AirH"や携帯電話を使

用してインターネットに接続し、電子メールや

ウェブのブラウジングが行える。そのほか、音

声認識にも対応しており、声で目的地の検索な

どができる。

問題はカーナビゲーション機能だ。「CADIAS」

は「AccessNAVI」というナビゲーションソフト

を搭載しているのだが、これは従来のナビゲー

ションシステムとは違ってDVDなどのメディア

で地図を提供するのではなく、地図をクラリオ

ンのサーバーか物足りない感じがするのでは

ないだろうか。この方式の唯一の利点は、常に

最新の道路情報を表示できる点で、これらの機

能を見ていると、「CADIAS」にとって「ナビゲ

ーション」は中心の機能ではなく、数あるアプ

リケーションの1つとして設計されていると言

える。

本来の力を引き出す
対応ソフトの発売に期待
先に述べたように、クラリオンはすでに3年前

からAutoPCを販売している。しかし、これは

かならずしも普及した端末とは言えない。大き

な原因として、従来のウィンドウズCE for

Automotiveでは、ユーザーインターフェイスや

アプリケーションがベンダー側でカスタマイズ

できないために、ベンダーが採用に消極的だ

った点が挙げられる。その結果、3.0以降では

このようなパッケージ提供をやめてよりユーザ

ーの使いやすさを考慮して、インターフェイス

の変更やアプリケーションの追加が、ベンダー

によって簡単に設計できるようになっている。

現在、「CADIAS」に搭載されているアプリケー

ションはナビゲーションソフトやメールソフト、

ブラウザーといったものだが、今後多くのソフ

トウェアベンダーが、ウィンドウズCE for

Automotive 3.0をプラットフォームにして対応

ソフトの開発を進めていけば、それらをインス

トールすることでさらに使いやすく、自分に適

した「パソコン」として「CADIAS」を使っていけ

るようになるだろう。とにかくも現時点では、ブ

ラウジング、メール機能など、ほかのカーナビ

でも採用されている機能と、「高機能」とは言い

がたいナビゲーションシステムが付いているだ

けの中途半端なカーマルチメディア端末になっ

ている。「CADIAS」が本来の力を発揮するに

は、今後対応ソフトが充実していく必要がある

ようだ。 （編集部）

カーナビ機能だけではない
ウィンドウズCE「車載パソコン」
AutoPC CADIAS
クラリオン

AutoPC CADIAS
【ハードウェア】
CPU RISC CPU 166MHz
メモリー 64MB
インターフェイス USB 1.1 
寸法 幅178×奥行き200×高さ100（mm）
重量 3.5kg
参考URL http://www.cadias.addzest.com/
問い合わせ先 お客様相談室 0120-112-140

実売価格：338,000円

起動すると、「メール」「ブラウザー」「ナビゲーション」な
ど、機能の一覧がアイコンで表示される。

無償でダウンロードできる「CADIAS
Editor」を使えば、パソコンで編集し
たルート設定、アドレス帳などをPC
カード経由で「CADIAS」に送れる。

画面はタッチパネルになっている。キー
ボードを立ち上げて、目的地などを入力
することもできる。

発売中
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ワイヤレススイッチ

スタイラス

ヘッドホン端子

明るさ調整

音量調整

バッテリーロック

ないなど、リモート操作には制限もある。

L20C/Sの無線LANはスマートディスプレイと

通信するための機能なので、無線ルーターや

アクセスポイントに接続できない。つまり、子

機を通じてメールを読んだり、ブラウザーでウ

ェブサイトを見たりするためには、親機を有線

でインターネットに接続しておかなければなら

ないのだ。

ブラウザー表示はかなり高速だったが、動画の

ストリーミングでは画像が乱れた。親機にはテ

レビ受信機能があるが、子機で見るには無理

がある。切断されると子機は数分間、自動で再

接続を試みるが、この間に再接続されなかった

場合にはもう一度手動でログインしなければな

らない。 （編集部）
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親機となるPCの画面を
持ち歩く感覚
「ウィンドウズ CE for Smart Displays」（開発

コード「ミラ」）を搭載したスマートディスプレイ

の第1号製品が、富士通の「DESKPOWER

L20C/S」だ。親機の役割りをするデスクトップ

PCと、子機となるスマートディスプレイ（FM-

SDP-101）がセットになっている。なお富士通

はスマートディスプレイ単体での発売は予定し

ていない。

スマートディスプレイは、無線LANの802.11b

準拠のダイバーシティーアンテナを内蔵してい

る。「ウィンドウズXP プロフェッショナル」を

搭載した親機と無線LANで接続し、「リモート

デスクトップ」機能を使って子機から操作する。

親機のディスプレイだけを持ち歩いて操作する

感覚だ。「タブレットPC」との違いは、ディスプ

レイがタッチパネルなのでスタイラスを使わな

くても、指で触れて操作できることだ。また、

スマートディスプレイは内蔵メモリー以外にハ

ードディスクなどの記憶装置はない。あらかじ

めスマートディスプレイにゲームの「ソリティ

ア」と「ウィンドウズメディアプレイヤー」

「Image Viewer」が搭載されているので、単体

でも内蔵のSDカードスロットから画像や動画

などを見ることはできた。しかし、ソフトウェア

を新たにインストールできないので、あくまで

も、親機となるPCをリモート操作する端末な

のだ。

動画を見るのは厳しいなどの
制限あり
理論的には最大通信速度は11Mbpsで、通信

可能距離は見通し半径25メートル。この範囲

内ならば、子機の電源をオンにするだけで親機

と自動接続される。リモートデスクトップ機能

を使うには、親機のユーザー名とパスワードを

子機に登録しておいてログインする。子機は

L20C/Sとの接続でのみ動作保証しているの

で、ほかのPCの子機として使えるかどうかは検

証されていない。また、子機で操作しながらデ

スクトップPCを同時に操作することはできな

い。さらに、子機から親機の電源をオン、オフ

することや、DirectXを使用したゲームが動か

スマートディスプレイで
家中どこからでも無線でPCを操作
DESKPOWER L20C/S
富士通

実売価格：299,800円前後

FM-SDP-101（スマートディスプレイ）
CPU インテル PXA250 400MHz
メモリー メイン64MB、フラッシュ32MB
ディスプレイ 10.4型TFTカラー800×600ドット
寸法 幅290×奥行き24.5×高さ221（mm）
重量 約1.2kg
バッテリー稼働時間 約4時間
参考URL http://www.fmworld.net/
問い合わせ先 0120-950-222

普通のPCのデスクトップにあたる「ダッシュボード」
の画面。登録したユーザー名をタップしてログインす
ると、リモートデスクトップ機能が使える。

スマートディスプレイの裏面。長時間使用するとメモリー負荷が一時的に増大し、動作が鈍くなることがある。そんなと
きは、ソフトウェアリセットボタンかハードウェアリセットボタンをスタイラスで押す。すると画面を再描画するか再起動
する。

リモートデスクトップで接続した状態。親機にはログ
イン画面が表示される。

2 月 2 1 日発売予定

電源スイッチ

USBコネクター

DCインコネクター

バッテリー

SDカードスロット

ベースステーション接続コネクター

ソフトウェアリセットボタン

ハードウェアリセットボタン
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距離によって802.11g/bを
自動切り替え
メルコはIEEE802.11g（draft）対応の無線LAN

アクセスポイント「WLA-G54」と無線LANカー

ド「WLI-CB-G54」を2月に発売する。802.11g

は、もっとも普及している802.11bと同じ

2.4GHz帯の電波を使いながら、802.11aと同

じ OFDM（ Orthogonal Frequency Division

Multiplexing：直交周波数分割多重変調）方式

を採用して、最大54Mbpsの通信速度を実現し

た新しい規格だ。802.11aとの互換性はない

が、802.11bと互換性があり、802.11bの上位

互換規格になる。現在はまだドラフトだが、今春

にはIEEEの正式な規格になる見通しだ。本機

もファームウェアのアップデートで対応する予

定。なお、これを機にメルコは802.11a単独製

品の発売を中止する意向で、802.11gへの移行

を促進する方向を固めている。802.11aはアク

セスポイントとの距離が遠くなると急激に通信

速度が低下してしまうが、802.11gは自動的に

802.11b互換モードに切り替わることで、スルー

プットを維持できる。つまり、802.11aの高速無

線通信と802.11bの伝送距離の長さの両方の

いいところを生かせる規格なのだ。また、

5.2GHz帯の電波を使用する802.11aは屋内使

用しかできないが、802.11gはそういった制約も

ない。さらに、5.2GHzの電波を扱うLSIの設計

やアンテナの設計は困難なこともあり、802.11g

のほうが低コスト化が容易だ。

802.11bから802.11gへの
急激な移行が進む
今回発売になるアクセスポイント「WLA-G54」

と無線LANカード「WLI-CB-G54」の概観や設

定などは、同社の802.11b製品群と基本的には

同じと考えていい。簡単に設定できる専用ユー

ティリティー「AirNavigator」が付属し、WEP128

ビット暗号化、MACアドレスの登録、ANY接続

の禁止などセキュリティー面での対応も満足で

きる内容だ。なお、ルーターは内蔵していない。

今回の試用では、開発中のテスト機ということ

で802.11b互換モードなど細かい点はテストで

きなかったが、ウィンドウズ2000サーバーにウィ

ンドウズXPホームエディションからftpコマンド

で接続してget/putの速度を測定したところ、2M

バイト／秒以上のスループットが得られた（平均

でputが2.31、getが2.29Mバイト／秒）。これ

は802.11bの約2倍以上で、802.11aと互角の

速度が得られている。また、電波の届き具合も

戸建ての場合とオフィスの場合とで試してみた

が、802.11bと同程度のエリアはカバーできる

ようだ。

今ある802.11b無線LANカードやアクセスポイ

ントを生かしながら高速化を目指す場合、

802.11a/bのデュアルモード機器を使う手もあ

るが、802.11gが使えるのならむしろそちらを選

択したほうがいいだろう。今年は、802.11bから

802.11gへの急激な移行が進む年になりそうだ。

802.11gが正式な規格に採用されるのに前後し

て、他社からも802.11g製品が次々と発売され

るに違いない。メルコの先駆的な製品化に拍手

を送りたい。 （梅垣まさひろ）

802.11bとの互換性を確保する
802.11g準拠の54Mbps無線LAN
WLA-G54／WLI-CB-G54
メルコ

WLA-G54
セキュリティー WEP 64/128ビット、MACアドレス、ANY

拒否機能、無線間通信禁止、RADIUS
アンテナ ダイバーシティー方式（内蔵）
消費電力 最大6.6W 
寸法 幅155×奥行き76×高さ170（mm）
重量 445g

WLI-CB-G54
対応OS ウィンドウズ98SE / Me / 2000 / XP
消費電力 最大2000mW 
寸法（突起部含む）幅54×奥行き111×高さ6.5（mm）
重量 36g
参考URL http://www.melcoinc.co.jp/
問い合わせ先 インフォメーションセンター◎東京03-5326-

3754 ◎名古屋052-619-1825

予想価格：29,800円（WLA-G54）／12,800円（WLI-CB-G54）

AirStationシリーズの共通の筐体を使用。壁掛けもで
きる。

スライド式の
外部アンテナ接続端子

10BASE-T/
100BASE-TX
4ポートスイッチングハブ

DCジャック

設定初期化
スイッチ

802.11g準拠の無線LANカ
ード「WLI-CB-G54」。

詳細設定モードの無線設定画面。WEP設定やANY接
続の拒否などが設定できる。無線同士の通信の禁止
などの項目もある。なお、通常の設定画面はWEPと
MACアドレス登録のみのシンプルなもの。

2 月上旬発売

P58
へG
O !

※開発中の製品で撮影
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② ホスト名とドメイン名を取得 

ダイナミックDNSサーバー 「imag@imag.www.td」は 
「IPアドレス 172.148.xx.xx」と 
 変換 

VoIP電話帳 

ダイアル「9999」は 
「imag@imag.www.td」のように 
登録する 

インターネット 

ADSLモデム ADSLモデム 着信側 発信側 

SR-21VoIP SR-21VoIP
imag@imag.www.td
「172.148.xx.xx」 

① 

② 

① WAN側IPアドレス登録 

贅沢なまでの機能を
1台に詰め込んだ
アイコムのブロードバンドルーターに今度は

VoIP（Voice over IP）機能が追加された。つい2

か月前には、802.11a/bのデュアル対応のPCカ

ードを本体に挿入することで、最大54Mbps通

信の無線LANに対応させたばかりだ（製品名：

SR21Sa＋b）。これ以外にも、10/100Mbps対

応のLANポート4個とパラレルインターフェイス

のプリントサーバー機能も搭載している。製品

名こそ違えど、本体の見た目はカラーリングの

細かな違いだけでほとんど変わらない。

それらの機能にさらにVoIP機能を搭載したのが

SR-21VoIPだ。一般回線用のLINEポートも用

意し、たとえばタイプ1契約のADSLユーザーで

あれば、スプリッターを使ってADSLモデムと

SR-21VoIPのLINEポートにそれぞれアナログ

回線を接続すると、SR-21VoIPにつないだ電話

機から一般回線とIP電話の両方が利用できる

ようになる。

固定IPやダイナミックDNSで
VoIPを実現
SR-21VoIPに接続した電話機でIP電話を利用

するには、まずウェブの設定画面でVoIP電話帳

の登録を行う必要がある。ここで、実際にダイ

アルする電話番号と相手のSIPアドレス番号

（名前のようなもの）を変換させるテーブルを作

るのだ。

相手が固定IPアドレスを持っているのなら直接

SIPアドレスに設定すればいいが、普通プロバ

イダーからもらうIPアドレスは接続するごとに異

なるため、IP電話の名前とIPアドレスを関連付

けるために常にIPアドレスの変化を監視して変

換するダイナミックDNSサービスに登録する必

要がある。ダイナミックDNSサービスの一覧が、

設定画面のヘルプで表示されるのは親切だが、

仕組みがイマイチわかりにくい。簡単にIP電話

を利用できるサービスが増えているのに比べ、

このような専用機器を使って独自にIP電話を利

用させるのなら、もう少しマニュアルに丁寧な図

を盛り込んでほしい。あるいは、ある程度ルー

ターなどの機器を使い慣れている人に向けた製

品なのかもしれない。機能がいろいろ盛り込ま

れていてお得感はあるが、本製品利用者同士か

ウィンドウズメッセンジャー（バージョン4.6以上）

をインストールしたパソコンとしか通話できない

のが残念だ。 （編集部）

オールインワン無線ルーターが
VoIP搭載でさらに機能アップ
SR-21VoIP
アイコム

予想価格：30,000円前後

本体右にはPCカード用スロットがあり、同社のSL-5000
（別売り）などを挿入すれば、802.11a/b対応の無線LAN
アクセスポイントとしても使える。

VoIP電話帳にIP電話をかける相手のSIPアドレス番
号と電話機から簡単にダイアルするための電話番号
（短縮番号のようなもの）を登録する。

■ SR-21VoIPを使ったIP電話の仕組み

SR-21VoIP
適用回線 CATV、xDSL、FTTH
電源 ACアダプター、DC 12V/1.5A  
寸法 幅52×奥行き144.4×高さ155（mm）
重量 500g（無線LANカード装着時）
参考URL http://www.icom.co.jp/
問い合わせ先 support_center@icom.co.jp

1 月下旬発売

MODEボタンMODEボタン

RESETボタン

WANポート
（RJ-45）

TELポート
（RJ-11）

LINEポート
（RJ-11）

PRINTERポート
（D-Sub25ピン）

アース端子DCジャック

WANポート
（RJ-45）
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動画コンテンツのやり取りに
最適
あれよあれよという間に、ギガビットハブも1万

円台に突入した。数か月前には5万～10万円

だったギガビットハブが、手が届くどころではな

く、今すぐ買いたい手軽な存在になった。まさ

に価格破壊。プラネックスの4ポートギガビット

ハブ「FXG-04TX」はそんな驚きの製品だ。そう

言えば、100BASE-TXのスイッチングハブ普及

の先鞭をとったのが、同社の「FX-08E」だった

のを覚えている人も多いだろう。

ポートが4つと少ないのが気になるかもしれな

いが、SOHOや家庭内で使うのなら十分。オフ

ィスでの利用の場合でも、LANの規模が大きく

なければネットワークの根元にあたるルートハブ

として使うのにちょうどいい。4ポートすべてが

10BASE-T/100BASE-TX/1000BASE-T対応と

いう点も使い回しができて便利だ。うるさいフ

ァンがないので音も静か。数百メガバイト以上

の動画データなどを頻繁にやり取りしていてス

ループットに不満を感じていたり、サーバーが遅

いと感じていたりするのなら、ギガビットイーサ

ネットの導入をおすすめしたい。高速な通信が

必要なエリアから部分的にギガビットを導入し、

次にファイルサーバー、クライアントマシンをギ

ガビット化していくという進め方がいいだろう。

条件次第で100BASE-TXの
倍の性能
今回のテストでは、このギガビットの性能を体感

すべく、ウィンドウズ2000サーバーとウィンドウ

ズ2000ワークステーションをインストールしたマ

シンを用意して、同社のギガビット対応LANカ

ード「GN-1000TE」と「GN-1000TC」を使ったネ

ットワークを構築した。

まず、スループット測定の定番、ftpを使った

put/get速度を調査した。結果は、右のグラフの

とおりだ。どちらのマシンも、ハードディスクの

シーケンシャルリード（連続読み出し）速度が実

測で4～6Mバイト／秒なので、転送データはキ

ャッシュに収まる60Mバイトのサイズを用いた。

また、getするときにはローカルファイル名をnul

としてハードディスクへの書き込みが発生しない

ようにして測定した。その結果、getでは約22M

バイト／秒の速度が得られた。ギガビットイーサ

ネットの実効値の最高速度は約100Mバイト／

秒なのでその性能をはるかに下回るが、この結

果はハードディスクへのアクセスや画面描画な

ど少しでもCPUやバスに負荷がかかると速度

が出ないためだ。ただ、条件が合えば

100BASE-TXの2倍程度の性能は出せそうだ。

次に、ネットワークの素の性能を見るために、フ

リーウェアのスループット測定ツール「NetMi

Ver.1.12」*1を使ったところ、80Mバイト／秒の

平均転送速度値が得られた。この値を見れば、

ギガビットの実力が確かに実感できる。もし、こ

の性能を生かしきりたいのなら、高速なハード

ディスク、高速なCPU、大容量のメモリー、それ

に64ビットPCIバスなどハイスペックマシンが必

要になるということだ。

（梅垣まさひろ）

全ポート1000BASE-T対応で破格値の
ギガビットスイッチングハブ
FXG-04TX
プラネックスコミュニケーションズ

実売価格：16,800円

前面に10/100/1000BASE全対
応のポートがあり、10Mでリン
クが確立すると本体左側の
LED、100Mなら各ポート右上
のLEDが、1000Mならポート左
上のLEDが緑に点灯する。

ネットワークの素の性能を測定する
ために、フリーのネットワークスル
ープット測定ツール「Ne tM i
Ver.1.12」*1で速度を計測。平均
速 度 は 8 0 M バイト／ 秒 ＝
640Mbpsになった。
*1 ＜配布元URL＞
http://www02.so-net.ne.jp/~fyoshi/

ウィンドウズ2000サーバーのftpサーバーにウィンドウ
ズ2000ワークステーションからアクセスして、put/get速
度を測定した。ギガビット対応のLANカードには、同社
のGN-1000TEとGN-1000TCを使用。マシンスペック
は、サーバーがペンティアムIII 450MHz、32ビットPCI
バス、メモリー512Mバイト、クライアントはペンティア
ムIII 1GHz、32ビットPCIバス、メモリー128Mバイト。

FXG-04TX
ポート構成 10/100/1000BASE-T×4ポート

（AutoMDI/MDI-X対応）
スイッチ処理方式 ストア＆フォワード方式
電源 ACアダプター、DC 12V/1.5A  
消費電力 最大6.6W 
寸法 幅158×奥行き101×高さ25（mm）
重量 450g
参考URL http://www.planex.co.jp/
問い合わせ先 購入ご相談窓口 info-sales@planex.co.jp
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■ ftp転送速度
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ようやく実現したUSB対応の
小型タイプ
小型のプリントサーバーを多数販売するプラネ

ックスのMiniシリーズにようやく1ポートのUSB

プリンター対応モデルが登場した。プリントサ

ーバーは、レーザープリンターはもちろん、家庭

で普及しているインクジェットプリンターも簡単

にネットワーク化できる。しかし、USBインター

フェイスを持つプリンターが増える一方で、現在

市場に出ているプリントサーバーの大部分がア

ンフェノール36ピンなどのパラレルタイプのた

め、その選択肢は少なかった。しかも、USBプ

リンター対応のプリントサーバーは小型化より

も先に無線対応製品の開発に注力していた。

表のように、無線対応の製品は、そのぶん値段

も高くなっている。

そこで昨年12月に登場したのがMini100uで、タ

バコの空箱ほどの大きさ、重さだ。パラレルタ

イプと違って直結できないのは残念だが、USB

ケーブルも最近ではさまざまな長さが売られて

いるので、設置場所を考慮して買うといいだろ

う（本体にはUSBケーブルが付属していない）。

ネットワーク化は簡単も
速度は物足りない
Mini100uは付属のユーティリティーソフトとウェ

ブで設定ができ、プリントサーバーのMACアド

レスや状態表示も自動で行う。このため、利用

は簡単だ。ネットワークインターフェイスは

10BASE-Tと100BASE-TXに対応。プリンター

の中にはインク残量などの情報をリアルタイム

にパソコンで確認できる双方向機能を採用して

いるものがある。しかし、この機能に対応したプ

リントサーバーは少なく、Mini100uもヒューレッ

ト・パッカード製などの一部のプリンターしか対

応していない。

Mini100uを使ってネットワーク化したプリンター

から印刷した場合と、パソコンとプリンターを

USBケーブルで直結した場合とで印刷速度をチ

ェックした。テストには、キヤノンのプリンター

PIXUS 950iを使い、プリントサーバーのドライ

バーをパソコンにインストールしてTCP/IPネッ

トワーク経由で印刷を行う「LPR」プロトコルを

使って印刷した。印刷品質を「速い」に設定し、

5Mバイトの画像データをカラーで印刷したとこ

ろ11分かかってしまった。一方、プリンターとパ

ソコンをUSBで直結した場合は、印刷画質が

「標準」で3分弱、「速い」では45秒程度で印刷

が完了。印刷速度は、ネットワークの状況にか

なり左右されそうだ。

スピードよりも、複数のパソコンでわざわざUSB

ケーブルを差し替えずにプリンターを使いたい

場合のみでプリントサーバーを利用するのがい

いだろう。 （編集部）

USBプリンター対応
超小型軽量プリントサーバー
Mini100u
プラネックスコミュニケーションズ

実売価格：9,580円

RJ-45用のイーサネットポート1つと、プリントサーバ
ーのステータスとネットワーク接続のリンク状態を表
示するLEDがそれぞれ前面にある。

プリンターとMini100uをUSBケーブルで接続し、
Mini100uとハブをストレートのLANケーブルでつなぐ。
なお、ACアダプターもコンパクトだ。

Mini100u
転送速度 10Mbps、100Mbps
USBポート 1.1タイプA
電源 ACアダプター、DC 5V/2A  
消費電力 最大10W 
寸法 幅54×奥行き59×高さ22（mm）
重量 55.1g
参考URL http://www.planex.co.jp/
問い合わせ先 購入ご相談窓口 info-sales@planex.co.jp

【実物大】

59mm

54mm

■そのほかのUSB対応プリントサーバー

発売中

製品名 メーカー 対応プロトコル 無線対応 実売価格

corega USB FPServer コレガ TCP/IP、NetBEUI 別売りPCカード 9,800円

Mini100w プラネックス NetBEUI、TCP/IP、IPP、AppleTalk 別売りPCカード 11,500円

GW-PS01U プラネックス TCP/IP、IPP ○ 19,800円

NetHawk RF-USB 新潟キヤノテック NetBEUI、TCP/IP、IPP、AppleTalk 別売りPCカード 25,000円

PRICOM C-6200U サイレックス・テクノロジー TCP/IP、IPX Peer to Peer × 16,000円
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